
令
和
8
年
度
主
な
活
動
計
画

東
野
ひ
で
き
参
議
院
議
員

（
系
統
推
薦
）
活
動
報
告

藤
木
し
ん
や
参
議
院
議
員

 

（
系
統
推
薦
）
活
動
報
告
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福
井
県
農
政
連
の
第
68
回
定
期
総
会
が
、
5
月

25
日（
月
）福
井
市
の
県
農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
県
下
の
各
支
部
か
ら
代
議
員
・

委
任
状
合
わ
せ
て
2
4
5
名
が
出
席
。
鷲
頭
美
央

副
知
事
を
は
じ
め
、
兼
井
大
県
議
会
副
議
長
、
今 

洋
佑
衆
議
院
議
員
、
県
議
会
議
員
の
農
政
議
員
な

ど
多
数
の
来
賓
を
迎
え
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
岡
田
高
大
会
長
は
、
昨
年
の
参

議
院
選
で
福
井
選
挙
区
の
滝
波
宏
文
氏
が
3
期
目

当
選
に
加
え
て
、
全
国
比
例
区
で
は
系
統
候
補
の

東
野
秀
樹
氏
が
初
当
選
で
き
た
こ
と
、
2
月
の
衆

議
院
選
挙
で
は
福
井
1
区
の
稲
田
朋
美
氏
が
8
期

目
当
選
を
果
た
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
県
・
各

市
・
町
の
首
長
選
挙
活
動
支
援
に
対
し
、
盟
友
に

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
「
米
の
状
況
に
関
し
て
は
7
年
度
の

作
況
は
全
国
で
1
0
2
、
福
井
県
で
1
0
3
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
者
米
価
、
消
費
者
米
価
と
も

過
去
最
高
値
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
消
費
の
減
少

と
昨
年
度
政
府
放
出
の
備
蓄
米
に
よ
り
今
年
６
月

末
の
流
通
在
庫
は
適
正
値
を
大
幅
に
超
え
る
事
が

予
想
さ
れ
、
今
年
に
入
り
銘
柄
米
に
お
い
て
も
店

舗
で
の
価
格
は
下
落
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
よ
り,

生
産

者
、
消
費
者
と
も
相
互
に
理
解
出
来
る
価
格
設
定

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
米
穀
安

定
供
給
確
保
支
援
機
構
に
よ
る
米
の
生
産
コ
ス
ト

の
指
標
が
出
て
い
ま
す
が
、
直
近
の
中
東
で
の
戦

争
に
よ
り
、
原
油
輸
入
量
の
減
少
、
燃
料
・
肥

料
・
包
装
資
材
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
農
業
資

材
の
高
騰
が
、
今
後
の
生
産
コ
ス
ト
を
高
め
る
事

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
水
省
に
よ
る
令
和

9
年
度
か
ら
の
新
た
な
水
田
政
策
が
今
年
6
月
を

目
途
に
取
り
纏
め
ら
れ
ま
す
が
、
食
料
安
保
政
策

を
基
本
と
し
た
、
農
業
者
が
安
定
し
た
食
料
供
給

と
農
地
の
保
全
が
出
来
る
政
策
を
求
め
ま
す
。

我
々
農
政
連
は
、
持
続
可
能
な
福
井
県
の
農
業
・

農
村
づ
く
り
に
向
け
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
強
化
し
、
5
年
間
の
基
本
計
画
の
中
で
の

構
造
転
換
は
生
産
者
の
為
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
注

視
し
て
い
く
。
農
政
に
尽
力
し
て
も
ら
え
る
首
長
、

議
員
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
総
会
で
は
、
議
長
に
は
高
浜
町
支
部

の
井
ノ
元
康
夫
氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
７
年
度
活

動
報
告
と
収
支
決
算
書
、
令
和
8
年
度
活
動
計
画

と
収
支
予
算
書
が
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
先
立
ち
、
長
年
農
政
連
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
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■発行責任者
　伊　阪　民　裕

〇
支
部
・
分
会
活
動
の
強
化
に
取
り
組
み
、
盟

友
拡
大
に
取
り
組
む

〇
担
い
手
農
家
・
集
落
営
農
組
織・
農
業
法
人
・

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
・
女
性
部
と
の
連
携
強
化

令
和
9
年
度
に
向
け
て
、
水
田
政
策
の
見
直
し

や
畑
作
物
の
ゲ
タ
対
策
に
つ
い
て
も
現
場
実
態

を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
行
わ
れ
る
方
向
で
す
が
、

畜
産
・
酪
農
に
お
い
て
も
同
様
に
、
食
料
シ
ス

テ
ム
法
や
現
場
実
態
を
踏
ま
え
、
再
生
産
、
再

投
資
を
可
能
と
す
る

経
営
安
定
対
策
、
適

切
な
見
直
し
を
切
望

す
る
声
が
生
産
現
場

か
ら
多
く
聞
か
れ
て

て
お
り
ま
す
。
こ
の

畜
産
、
酪
農
の
経
営

安
定
対
策
の
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
農

林
大
臣
の
御
所
見
を

お
伺
い
致
し
ま
す
。

（
20
年
以
上
の
表
彰
）

（
10
年
以
上
の
表
彰
）

（
10
年
以
上
の
表
彰
）

▽ 

特
別
表
彰
（
所
属
支
部
・
分
会)

（
20
年
以
上
の
表
彰
）

山
本
　
八
郎 

様（
南
条
支
部
・
王
子
保
分
会
）

▽ 

普
通
表
彰
（
所
属
支
部
・
分
会
）

（
10
年
以
上
の
表
彰
）

加
藤
　
高
則 

様（
福
井
市
支
部
・
北
部
分
会
）

谷
口
　
善
一
郎 

様（
福
井
市
支
部
・
美
山
分
会
）

島
田
　
義
信 
様（
福
井
市
支
部
・
美
山
分
会
）

内
田
　
修
次 
様（
福
井
市
支
部
・
足
羽
分
会
）

村
上
　
真
也 

様（
坂
井
市
支
部
・
三
国
分
会
）

黒
田
　
宗
雲 

様（
大
野
市
支
部
・
阪
谷
分
会
）

真
田
　
権
右
衞
門 

様（
鯖
江
市
支
部
・
新
横
江
分
会
）

猿
橋
　
啓
一 

様（
お
お
い
町
支
部
・
大
飯
分
会
）

森
井
　
宏
一 

様（
若
狭
町
支
部
・
上
中
分
会
）

▽ 

事
務
局
表
彰
（
所
属
支
部
）

（
10
年
以
上
の
表
彰
）

山
口 

　
忠
勝 

様（
坂
井
市
支
部
）

組
織
基
盤
強
化

〇
生
産
コ
ス
ト
の
生
産
物
へ
の
価
格
反
映
に
向

け
た
取
り
組
み

〇
中
山
間
地
農
業
の
再
生
産
可
能
な
補
助
金
等

の
要
請

〇
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
対
応
す
る

予
算
措
置
の
要
請

〇
地
域
農
政
推
進
の
た
め
の
、
市
・
町
に
対
す

る
支
部
に
よ
る
要
請

〇
転
作
助
成
金
・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
等
の
予
算
確
保

農
業
・
農
村
政
策
の
継
続
し
た
取
り
組
み

〇
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
稲
カ

メ
虫
の
公
共
用
地
草
刈
り
対
策
要
請

〇
農
村
環
境
を
阻
害
す
る
要
因
解
決
の
た
め
の

支
援

農
業
者
の
権
利
と
環
境
を
守
る
取
り
組
み

〇
農
政
連
幹
部
研
修
会
の
開
催

〇
農
政
連
情
報
の
発
信
強
化

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
発
信(

Ｈ
Ｐ)

〇
公
職
選
挙
法
等
に
関
す
る
研
修
会
開
催

〇
農
政
運
動
で
実
現
し
た
制
度
、
予
算
、
税
制

等
の
結
果
の
明
示
に
よ
り
農
政
運
動
の
意
義

や
必
要
性
の
理
解
増
進

教
育
広
報
活
動
の
取
組

〇
国
会
議
員
と
の
関
係
強
化
・
農
政
懇
談
会
を

県
又
は
支
部
組
織
で
開
催

〇
知
事
・
市
長
・
町
長
と
語
る
会
の
開
催

〇
県
議
会
議
員
と
の
関
係
強
化
・
意
見
交
換
会

等
の
開
催

〇
令
和
10
年
7
月
に
実
施
さ
れ
る
第
28
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
向
け
、
前
回
の
第
27
回
参
議

院
通
常
選
挙
の
取
り
組
み
と
課
題
を
踏
ま
え
、

改
め
て
全
盟
友
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
危
機
感
を
共

有
す
る
中
、
農
政
運
動
の
意
義
と
必
要
性
、
組

織
代
表
を
擁
立
す
る
意
義
等
を
全
組
織
で
確
認

し
、
農
政
学
習
運
動
を
展
開
す
る
。

農
業
者
の
意
思
反
映
に
向
け
た
政
治
基
盤
確
立
の
取
組
み

特別表彰の山本八郎氏

【
12
月
農
林
水
産
委
員
会
で
の
初
質
問
】

5
月
25
日
自
民
党
【
中
山
間
地
を
元
気
に
す
る
委

員
会
】
が
開
催
さ
れ
、
農
水
省
よ
り
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
・
多
面
的
機
能
支
払
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
今
年
度
の
骨
太
方
針
に
向

け
た
「
中
山
間
地
農
業
を
元
気
に
す
る
構
造
転
換

に
向
け
た
集
中
強
化
対
策
に
関
す
る
提
言
骨
子

案
」
が
提
示
さ
れ
、
出
席
議
員
に
よ
る
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
え

の
転
換
と
い
う
が
、
そ
れ
も
受
け
止
め
き
れ
な
い

く
ら
い
弱
っ
て
い
る
地
域
も
多
い
。
現
行
よ
り
支

援
が
増
え
な
い
と
中

山
間
地
は
切
り
捨
て

ら
れ
る
の
だ
と
受
け

取
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
だ
。
現
行
以
上
の

支
援
と
予
算
増
額
の

獲
得
に
向
け
た
記
載

を
提
言
に
盛
り
込
む

べ
き
。
」
と
意
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
中
山
間
地
を
元
気
に
す
る
委
員
会
に
出
席
】

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

第
68
回
農
政
連
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
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令
和
7
年
度 

福
井
県
農
対
本
部
の
取
り
組
み
報
告

稲カメムシ防除に関する要請

J
R
福
井
駅
西
口
で
の
お
に
ぎ
り
配
布

水稲作柄公表に関する要請

“

生
産
現
場
か
ら
の
積
み
上
げ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　政
策
の
実
現
を
求
め
て”

福
井
県
農
業
再
編
対
策
推
進
本
部
は
、
農
政
連
、Ｊ
Ａ
、
中
央
会
・

各
連
合
会
、青
壮
年
部
、女
性
部
で
構
成
さ
れ
、水
田
面
積
に
も
と
づ

い
て
拠
出
い
た
だ
い
た
運
動
資
金
を
も
と
に
、
組
合
員
の
営
農
と
生

活
を
守
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
年
も
農
業
・
農
政
課
題

に
か
か
る
要
請
や
、福
井
米
の
品
質
向
上
に
向
け
た
活
動
、さ
ら
に
は

地
産
地
消
運
動
を
基
本
と
し
た
農
産
物
消
費
拡
大
運
動
、
食
農
教
育

の
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

（
文
責
・Ｊ
Ａ
福
井
県
中
央
会
　
農
政
生
活
部
　
農
政
生
活
課
）

持
続
可
能
な
地
域
農
業
へ
の
支
援
対
策
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　地
域
の
実
態
に
応
じ
た
要
請
活
動

　

①
Ｊ
Ａ
福
井
県
、Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
、農
政
連
各
支
部
と
連
携
し
、稲

カ
メ
ム
シ
等
の
防
除
に
関
す
る
要
請
6
月
10
日
・
11
日（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

国
土
交
通
省
、
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
、
福

井
鉄
道
、
中
日
本

高
速
道
路
、
ハ
ピ

ラ
イ
ン
ふ
く
い
）

に
行
っ
た
②
水

稲
作
柄
公
表
に

関
す
る
要
請
9

月
10
日
（
北
陸
農

政
局
福
井
拠
点
）

に
行
っ
た
。

政
策
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み①

令
和
７
年
度「
食
料
・
農
業
・

地
域
政
策
推
進
全
国
大
会
」
が
5

月
13
日
東
京
都
内
に
て
開
催
さ
れ

与
党
政
策
責
任
者
と
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
、持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
の
実
現
と
食
料
安
全
保
障

の
強
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

認
識
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

本
大
会
は
、
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
と
全
国
農
業
者
農
政

運
動
組
織
連
盟
の
皆
様
が
一
堂

に
会
し
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
に
基
づ
い
た
今
後
5
年
間

の
基
本
計
画
に
お
い
て
食
料
安

全
保
障
や
予
算
確
保
等
の
意
思

を
改
め
て
結
集
し
て
目
指
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

③
10
月
28
日
Ｊ
Ａ
県
中

央
会
と
農
政
連
16
支
部

の
支
部
長
が
、
県
議
会

議
員
「
農
政
議
員
団
と

の
意
見
交
換
会
」
を
開

催
し
、
農
業
・
農
村
の

維
持
発
展
に
向
け
、
農

業
者
が
意
欲
的
に
取
り

組
め
る
環
境
づ
く
り
の

支
援
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
支
部
か

ら
の
意
見
で
は
鳥
獣
害

の
被
害
対
策
な
ど
、
県

下
共
通
し
た
要
望
が

あ
っ
た
。

②
8
月
9
日
に
農
業
会
議
、
県

中
央
会
、
農
政
連
、
土
地
改
良

連
合
会
、
農
業
共
済
組
合
が
一

同
に
、
県
選
出
の
国
会
議
員
に

向
け
て
農
業
農
村
の
維
持
発
展

の
た
め
、
諸
課
題
に
関
す
る
解

決
策
を
取
り
纏
め
情
報
共
有
を

図
り
対
策
を
講
ず
る
よ
う
要
請

し
た
。
ま
た
9
月
9
日
に
は
同

じ
く
関
係
5
団
体
で
、
農
業
者

が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
支
援

に
つ
い
て
知
事
と
意
見
交
換
を

行
い
、
国
へ
の
働
き
か
け
と
同

時
に
支
援
の
要
請
を
行
っ
た
。

８
月
２
日
米
全
量
出
荷
運
動
と
し
て
、

北
陸
３
県
合
同
で
日
本
農
業
新
聞
へ
広

告
を
掲
載
し
、
Ｊ
Ａ
へ
の
集
荷
を
呼
び

か
け
た
。
ま
た
担
い
手
訪
問
に
か
か
る

資
材(

手
袋)

を
制
作
し
、
Ｊ
Ａ
の
出
向

く
体
制
に
貢
献
し
た
。

水
田
農
業
対
策

行
政
・
県
農
業
再
生
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

あ

　と

　が

　き

県
議
会
農
政
議
員
団
の
皆
さ
ん

農
政
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

①
市
町
・Ｊ
Ａ
へ
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
推
進
。県
農
業
再

生
協
議
会
と
連
携
し
、事
務
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、情
報
の
共
有
化

や
協
議
を
図
っ
た
。②
8
年
産
米
の
生
産
数
量
の
目
安
。国
が
示
し
た

8
年
度
の
全
国
の
需
給
見
通
し
に
基
づ
き
、
福
井
県
産
米
の
生
産
数

量
の
目
安
の
考
え
方
に
つ
い
て
「
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
に
係
る
地

域
農
業
再
生
協
議
会
・
市
町
・Ｊ
Ａ
合
同
会
議
」（
8
月
8
日
・
10
月

20
日
・
12
月
19
日
）を
開
催
し
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
・
各
市
町
・

Ｊ
Ａ
へ
の
配
分
方
針
に
つ
な
げ
た
。

氏

名

清

水

智

信

中

村

綾

菜

松

田

泰

典

畑

　

孝

幸

後

藤

正

邦

福

野

大

輔

山
　
浦
　
光
一
郎

酒

井

秀

和

笹
　
原
　
修
　
之

南

川

直

人

森

　

嘉

治

渡

辺

竜

彦

山

岸

猛

夫

兼

井

　

大

田
　
中
　
三
津
彦

田

村

康

夫

山

本

　

建

細
　
川
　
か
を
り

時
　
田
　
和
一
良

宮

本

　

俊

三
田
村
　
輝
　
士

中

西

昭

雄

力

野

　

豊

小

堀

友

廣

西

本

正

俊

松

崎

雄

城

田

中

宏

典
（
所
属
分
会
）

（
北
部
）

（
東
部
）

（
西
部
）

（
西
部
）

（
南
部
）

（
足
羽
）

（
美
山
）

（
永
平
寺
）

（
金
津
）

（
丸
岡
）

（
丸
岡
）

（
春
江
）

（
小
山
）

（
上
庄
）

（
北
郷
）

（
舟
津
）

（
神
明
）

（
岡
本
）

（
越
前
町
）

（
武
生
）

（
味
真
野
）

（
吉
野
）

（
敦
賀
市
）

（
三
方
）

（
小
浜
）

（
小
浜
）

（
高
浜
）

食
農
教
育
の
実
践
と
地
域
農
産
物
消
費
拡
大
対
策
の
実
施

作
況
反
収
指
数
と
は
？

（
用
語
解
説
）

①
Ｃ
Ｍ
・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
製
。食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
食
料

自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
て「
国
消
国
産
」の
意
義
や
考
え
方
に
つ
い

て
県
民
理
解
の
情
勢
を
進
め
る
為
に
Ｃ
Ｍ
・
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
た
。

②
新
米「
い
ち
ほ
ま
れ
」お
に
ぎ
り
配
布
。「
国
消
国
産
」の
運
動
に
合

わ
せ
て
、Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
等
に
お
い
て
、
新
米「
い

ち
ほ
ま
れ
」お
に
ぎ
り
を
一
般
消
費
者
に
配
り
、消
費
者
に
対
し
て
地

産
池
消
の
意
義
の
浸
透
を
図
っ
た
。（
10
月
1
日
、
2
日
、
11
月
1
日
） 

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
子
ど
も
農
業
体
験
事
業
。食
農
教
育
事
業
の
一
環
と

し
て
、
県
内
12
校
へ
稲
作
な
ど
の
農
業
体
験
の
実
施
に
か
か
る
推
進

と
支
援
を
行
っ
た
。④
第
50
回
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
作
文
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
　
作
文
の
部
に
１
，１
６
０
点
、図
画
の
部
１
，２
３
６
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。審
査
会
を
開
催
し
、（
10
月
7
日
、8
日
）、審
査
の

結
果
、知
事
賞
に「
作
文
の
部
」で
東
十
郷
小
学
校
の
小
林
洸
大
さ
ん
、

「
図
画
の
部
」で
は
南
越
中
学
校
の
小
垣
窓
可
さ
ん
を
選
ん
だ
。「
作
文

の
部
」、「
図
画
の
部
」合
わ
せ
て
18
点
を
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
、

全
国
段
階
に
お
い
て
作
文
部
門
で
、
優
秀
賞
に
2
点
が
選
ば
れ
た
。

（
全
国
審
査
会
：
作
文
11
月
11
日
、図
画
11
月
14
日
）

令
和
7
年
度
は
3
市
・
4
町
の
首
長
選
挙
、
参
議

院
選
挙
、衆
議
院
選
挙
と
選
挙
の
年
で
し
た
が
、来
年

（
9
年
）
4
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
で
県
議
会
議
員
選

挙
、
市
町
の
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。農
政
連
で

は
我
々
の
活
動
に
賛
同
す
る
、
理
解
の
あ
る
候
補
者

を
推
薦
し
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
農
政
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
下
さ
い
。そ
の
時
々
の
活
動
内
容
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。ご
意
見
も
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
毎
年
秋
に
発

表
し
て
い
た
水
稲
作
柄
の
目

安
と
な
る「
作
況
指
数
」を
廃

止
し
、新
た
に「
作
況
反
収
指

数
」を
示
し
た
。70
年
間
続
い

た
作
況
指
数
は
直
近
30
年
間

の
ト
レ
ン
ド
か
ら
算
定
す
る

が
、
近
年
の
温
暖
化
の
影
響

が
反
映
さ
れ
ず
、
生
産
現
場

の
実
感
と
乖
離
が
生
じ
て
い

る
と
の
声
が
あ
り
、
今
回
の

「
作
況
反
収
指
数
」で
は
直
近

5
年
間
の
上
下
を
除
い
た
3

ケ
年
で
平
均
値
を
取
り
指
数

を
公
表
す
る
。

「
国
消
国
産
〜
話
そ
う
、
福
井
の
農
家
の
こ
と
」

計
27
名
（
順
不
同
）
（
敬
称
略
）


